
マ
八
月
七
日
、
臨
時
教
育
審
議
会
は
「
教
育
改

革
に
関
す
る
段
終
答
申
」
を
中
曽
線
首
相
に
提

出
し
ま
し
た
。
答
申
は
本
誌
で
も
こ
れ
ま
で
し

ば
し
ば
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
中
曲
回
線
自
民

党
内
閣
が
唱
え
続
け
た
「
戦
後
教
育
の
総
決
算
」

の
具
体
的
な
宵
写
真
そ
の
も
の
で
す
。

に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
は
．
日
本
科
学

者
会
議
新
潟
支
部
と
共
同
し
て
、
同
日
直
ち
に
、

「
『
県
民
の
教
育
要
求
に
応
え
ず
、
戦
後
教
育

の
反
動
的
再
編
を
め
ざ
す
臨
教
審
答
申
」
に
反

対
す
る
声
明
」
を
発
表
し
、
さ
ら
に
、
三
十
数

名
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
る
「
新
潟
県
の
教
育
課

題
を
基
に
し
て
『
臨
教
審
』
答
申
を
批
判
す

る
」
研
究
チ
i
ム
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
各
チ

ー
ム
研
究
の
中
間
的
総
括
を
基
に
九
月
十
一
七

日
、
「
臨
教
審
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
の
報
告
を
、
本
号
に

載
せ
ま
し
た
。

マ
内
閣
が
替
わ
り
竹
下
自
民
党
に
な
り
ま
し
た

が
、
「
戦
後
教
育
の
総
決
算
」
路
線
は
、
法
律

の
改
悪
と
い
う
姿
で
い
よ
い
よ
具
体
的
に
推
し

進
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
九
八
八
年
は
、
戦

後
民
主
教
育
を
い
か
に
守
る
か
の
正
念
場
の
年

に
な
り
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
｛
片
附
弘
）

マ
十
・
九
号
の
乙
の
欄
に
多
く
の
学
校
を
訪
問
し

た
印
象
を
帯
き
ま
し
た
が
、
全
く
絶
望
的
な
状

況
で
あ
る
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
は
困
る
の
で
、

今
回
は
明
る
い
展
望
に
つ
い
て
、
そ
の
い
く

つ
か
を
書
き
ま
す
。
①
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
発

表
し
た
臨
教
審
答
申
反
対
声
明
。
研
究
所
と
日

本
科
学
者
会
議
を
中
心
に
二
十
二
氏
が
よ
び
か

け
、
わ
ず
か
一
週
間
で
各
界
二
百
九
十
八
名
の

賛
同
者
を
得
、
連
名
で
声
明
を
出
し
た
ζ
と
は

本
県
で
は
初
め
て
。
②
三
卜
数
名
で
臨
教
官
官
研

究
部
会
（
五
チ
l
ム
〉
を
つ
く
り
、
研
究
を
継

続
。
③
九
月
ト
ゴ
一
H
の
臨
教
審
シ
ン
ポ
に
教
職

員
以
外
の
方
々
も
含
め
て
予
想
外
の
参
加
者

数
。
④
第
二
凶
新
潟
娘
自
治
体
学
校
で
、
チ
育

て
・
教
育
問
題
が
部
会
の
テ
1
7
と
な
っ
た
。

⑤
退
教
協
北
新
支
部
の
教
育
学
習
の
テ
！
？
が

「
新
潟
県
の
教
育
と
臨
教
審
答
申
」
で
、
熱
烈

な
討
議
が
な
さ
れ
た
。
（
講
師
は
片
岡
弘
本
誌

編
集
長
）
⑥
科
学
者
会
議
新
潟
シ
ン
ポ
の
テ

ー
マ
が
「
教
育
問
題
」
で
、
質
の
高
い
発
表
と

討
喝
⑦
操
作
文
の
会
創
設
お
周
年
記
念
集
令

食
い
遺
産
を
継
承
し
、
新
し
い
人
間
教
育
を
発

展
さ
せ
る
熱
愈
。
③
第
二
回
大
江
山
子
育
て
・

教
育
研
究
集
会
で
み
た
学
校
・
父
母
・
地
域
の

協
力
・
協
同
の
巡
営
：
：
：
等
々
。
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